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県民からの意見について 

 

１ アンケートによる意見募集 
⑴  概要 

目  的：次期総合計画に様々な年代の方の意識やニーズを反映させるため、県公式 
     デジタルツールを活用したアンケートを実施。 
周知方法：県広報、チラシ、県ウェブサイト、県公式ＳＮＳなど 
回答方法：電子回答フォーム 
質問項目：①あなたが将来（今後も）秋田に住みたいと思うために必要なことは何か 

②あなたが思う秋田の魅力は何か 

③10 年後に秋田がどうなっていたらよいと思うか 

④多くの人に秋田に住み続けてもらうためには、どのようなことが必要か 

  回答期間：令和７年５月 26 日～令和７年９月 26 日 

 
⑵  アンケート集計結果（７月末時点）：1,211 件 

属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－２ 



- 2 - 
 

質問 

① 秋田の将来について 

あなたが将来（今後も）秋田に住みたいと思うために必要なことは何ですか。  

※３つまで選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 秋田の魅力について 

あなたが思う秋田の魅力は何ですか。 ※３つまで選択 
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③ 10 年後の秋田について 

あなたは、10 年後に秋田がどうなっていたらよいと思いますか。（自由記述） 

 

●主な意見（意見が多かった項目順） 

【人口減少対策と若者定着：250 件程度】 

・人口が増えていること。特に若い人が活躍して子供たちや年配の方たちを支えて、

県全体を活気づけていけたらいい。 

・都会に行った人たちが秋田に戻って働きたい、暮らしたいという場所になっていて

ほしい。秋田以外での経験を生かせる場所がある「秋田」になってほしい。 

【経済・雇用・所得の向上：225 件程度】 

・誘致された企業が根付いて、若い世代が、働き・生活しやすい秋田になってほしい。 

・未来に明るい展望を抱けるようになるには、まず魅力ある仕事や職場があることが

一番だと思う。 

【子育て・教育環境の充実：175 件程度】 

・給食費や高校の制服や授業料などが免除されたら、これからの子育て安心です。 

・日本でいちばん子どもを産みやすい場所、育てやすい場所。 

【交通・インフラの整備：150 件程度】 

・車以外の交通手段が充実、免許がなくても移動手段に困らない。 

【暮らしの魅力・文化・観光：125 件程度】 

・子ども、若者、中年層、高齢者が休日楽しめる施設やイベントが充実していること。 

・ハッキリとした特色を獲得し、観光に行きたい！と思ってもらえる秋田になってほ 

しい。 

【医療・福祉・安全：100 件程度】 

・高齢化社会のモデル地域として福祉に特化した地域となり、子どもから高齢者、障 

害のある人も住みやすい地域になること。 

【社会のあり方・県民性：75 件程度】 

・ジェンダーに関わらず、高齢者、若者、子どもに関わらず、国籍や出自に関わらず、

そして障害に関わらず尊厳が尊重される社会になってほしい。 

【農業・産業の振興:50 件程度】 

・農業に若者世代が参入しやすく営農が継続できる環境が整っていること。 
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④ 住み続けたい秋田について 

多くの人に秋田に住み続けてもらうためには、どのようなことが必要だと思いま

すか。（自由記述） 

 

   ●主な意見（意見が多かった項目順） 

   【経済・雇用・所得の向上：230 件程度】 

   ・企業誘致より既存企業の支援に注力してほしい。 

   ・都会と同じ賃金の働き場所の創出、働きながら、子育てしながらでも就職に直結

するスキルを身につける場所（土日開催の通学タイプの教室）、女性でも活躍で

きる環境づくり。 

   【子育て支援と教育の充実:195 件程度】 

   ・子育て支援を充実してほしい。お金の面もそうですし、屋内型の遊べる施設を作

ってほしい。また、病気や疾患のある子どもたちやその家族への支援ももっと手

厚くしてほしい。 

   ・学校教育から秋田にいてもおもしろい、世界を相手に仕事ができるという意識づ

けや、多様な働き方、生き方への対応。 

   【交通・生活インフラの整備：160 件程度】 

・自家用車がないと厳しいのが現状なので公共交通機関関係の改善が必須。 

・除雪対策。 

【暮らしの魅力向上（商業・娯楽・文化）：150 件程度】 

・大型ショッピング施設やレジャー施設が増えるといい。 

・遊ぶ場＝商業施設ありきではなく、若者が気兼ねなく集える場所が増えること、

キャンプ場などアウトドア施設の充実。 

   【社会の意識・あり方の変革：90 件程度】 

      ・地方にまだ残る慣習は、良い意味で捨て去らなければならない(長男の重圧や祭

りの強制参加、冠婚葬祭のしきたり等) お互い様精神と不干渉のバランスを探

る。 

   【安全・安心な暮らしの確保：80 件程度】 

   ・災害・犯罪・野生動物の心配がないこと。 

   【高齢者支援と医療・福祉の充実：70 件程度】 

   ・全国的な高齢化社会にいち早く対策を行うモデルとして高齢者や障害のある人と

その家族が安心して暮らせる福祉に特化した地域になること。 
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２ 県公式 Instagram「あきたの声と夢が集まるアカウント」 
⑴  概要 

目的：Instagram の機能を活用し、若者意識やニーズ等を次期総合計画に反映させると

ともに、次期総合計画の普及・啓発のための情報発信を行う。 

フォロワー数：861 人（８月 20 日時点） 

アンケートテーマ：14 件 

 

⑵  アンケート集計結果（主要２テーマ） 

 

テーマ１： 秋田の好きなところはどこですか。（自由記述、意見数：30 件） 

 

●主な意見（意見が多かった項目順） 

【豊かな自然と美しい景観】 

・とにかくいっぱいの自然に広がる景色！ 

【美味しい食と豊富な食材】 

・食べ物の素材のレベルが高い！ 

【穏やかで快適な生活環境】 

・人が優しくつながりが強いところ。 

【人々の温かさや人とのつながり】 

・公共の場でもどこでもパーソナルスペースが確保されていて心理的に余裕を持って

生活できる。 

【子育てのしやすさ】 

・安心して子育てできるところ。 

【独自の文化と魅力】 

・温泉が多いところ。 

【未知の可能性と伸びしろ】 

・活躍できる余白がたくさんあるところ。 

 

 

テーマ２：秋田県に足りないところ、変わるべきところはなんだと思いますか。 

（自由記述、意見数：51 件） 

 

●主な意見（意見が多かった項目順） 

【子育て環境と子どもの遊び場】 

・山形のように、屋内で、子供が思いっきり体を動かして遊べる施設を本当に本当 

に増やしてほしい！ 

・子育てしやすい環境。お金の給付や優遇ももちろんありがたいが、遊べる場も必要。 

【情報発信とブランディング】 

・発信力が足りないところ（良いところが沢山あるのに良さを伝えられていない）。 

・豊富な資源のブランディング。 

【娯楽・商業施設】 

・遊ぶところ（特に 20 代が遊べる場所が少ない）。 
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【県民の意識・マインド】 

・否定的なマインド。 

・秋田の未来に対する希望観。自分たちが未来を信じて生きれは、絶対前向きに変 

化するはず！ 

【交通・アクセス】 

・もっと交通機関（飛行機、バス、電車）の本数がほしい。 

【雇用・産業】 

・給与水準を上げる。 

・若い人がやりたい職種（動画クリエーター等）の職場が増えればいい。 

 

 

３ 知事と県民の意見交換会 
⑴ 概要 

  内容：地域で活躍している方々を招き、県への提案等に関して知事と意見交換を実施 
  実施状況：８管内で計９回開催 
 
⑵ 意見交換会における主な意見 

地域 テーマ 主な意見 
鹿角 スキーが拓く鹿角の未来 人口

減少・雇用・地域活性化への挑

戦 

当初は地元の高校への進学を検討していたが、

鹿角高校の環境が魅力的で、尊敬できる先輩と

一緒に競技をしたい気持ちがあり、進学を決め

た。 

３セクションが１つの場所で実施できるスキー

場は全国を探しても珍しく、魅力的であり、全国

大会が頻繁に開催されるようになった一方、大

会前～大会期間中にスキー場が閉鎖されるた

め、地元の子どもたちの練習場所がなくなって

しまう部分は課題。大会をやりながらも次世代

を育成していけるような環境を作っていきた

い。 

北秋田 若者の起業について 全く知り合いがいなかったが、仕事仲間や秋田

でできた友人などに支えてもらった。半行政的

な感じで臨機応変に動け、寄り添ってくれる地

域おこし協力隊の皆さんにお世話になった。 

補助金は助かったが、住民税や減価償却期間な

どへの影響を全く把握しておらず苦労した。補

助金だけでなく、社会保障費や、損益分岐点など

の経営判断なども含めたアドバイスができる人

がいれば助かった。 
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山本 地域資源を活用した農林漁業

へのチャレンジ 

第三者による農業（果樹園）の事業承継が秋田県

内で珍しい事例であるため、情報収集の難しさ

や承継に至るまでの過程が大変だった。特に、明

確な情報（稼げる規模、必要な金額など）の不足

や、譲りたい人と譲り受けたい人の相性もある

ため、第三者が事業承継しやすくなる行政の支

援や間に入ってくれる中間支援機関が必要。 

秋田県の一次産業は高品質で可能性を秘めてい

る一方で、こだわり抜いた農産物を真剣に売る

努力や仕組み、ブランド化や価値創造が不足し

ている。秋田の経営者が志を高く持ち、ビジネス

モデルを突き詰めていくことが重要。 

秋田 秋田県のスマート農業をリー

ドできる人材の育成について 

スマート農機のアップデートのサイクルは早い

ため、それに追いつくようなスマート農業指導

士のサポート体制の構築も検討してほしい。 

農業の人材育成は「百年の計」と言われている。

100 年後の秋田が輝くためには、今からスマート

農業を一つのツールとして、他産業や行政等と

一体となった取組が必要。 

秋田 

（大学生） 

アートの力でつくる地域の未

来 

秋田県の弱みとして、県民が保守的で新しいこ

とや変わることへの抵抗感が強いことが挙げら

れる。 

卒業後も引き続き地域活動に携わりたいと思う

学生のための支援を手厚くし、地域をより良く

したいと思うことができる環境があれば、人が

残り、地域が活性化するサイクルができると考

える。 

由利 環鳥海における観光振興・交流

人口の拡大 

「秋田には何もない」という背景には「私には情

報が何もない」という意味が含まれており、分か

りやすく地域の今を伝えていくことが大事。 

ビジネスでいわれるＰＤＣＡよりも、Ｄo の部分

が先行し、企画や訴求力を高めるという視点が、

十分に育っていないように感じる。 

仙北 地元企業と語る人材確保につ

いて 

中核人材確保のためには、人事評価制度や明確

なキャリアパスが重要であり、県の補助金も活

用しながら県外からの人材を迎えられる会社の

体制を作りたいと考えている。 
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仙北  外国人技能実習生の受け入れを進めており、貴

重な労働力として期待しているが、住居確保と

いった様々な課題に直面している。 

平鹿 “稼ぐ力を高める産業の振興”

を目指して ～若者がつなぐ、

支える、伸ばす県産品の未来～ 

デザインはきちんと仕事をしていれば遠隔でも

できる時代なので、東京に「壁」は感じない。 

秋田は、「秋田」というだけで買ってもらえるま

でブランド力は無い。全体的にあがいて秋田の

魅力を上げる努力が必要。 

雄勝 私だから気づく、湯沢雄勝地域

の魅力・強み ～地域おこし・ま

ちづくり・企業の現場から～ 

移住者を増やしていくには県全体の「流動性」を高

める必要があり、そのためには、企業の努力だけで

なく、教育・行政・政治が「セット」で連携する必

要がある。例えば、休暇の取りやすさや教育留学の

受入れなど、社会全体で人の動きを促進しなけれ

ば他県に後れを取る。県全体で流動性を高めると

いう共通の考え方を示すことが重要である。 

新しい学びを企業の経営者も社員も得ていかなけ

れば事業は拡大していかないと思う。Ａターンす

る人は、給料だけではなく「この会社で自分はどう

やって成長できるか」「どんなやりがいを持って働

いていけるのか」というところを見て仕事を選ん

でいる人が多い。 

 
⑶  県民が希望を持てる「2040 年の秋田のイメージ（将来、秋田がどのようになってい

たら良いと思うか）」について 

  

●主な意見 

・一次産業に携わる若い世代がもっと増えてほしい。 
・秋田に住んでいることが羨ましいと思われるような県。 
・変化に対して寛容な県。 
・地域の人が、自分の地域のことがすごく好きで、誇りを持って暮らせる。 
・新しいものを作るよりも歴史や伝統文化を守ってほしい。 
・農業外の異業種の人たちが、たった１％でもいいから、農業に力を貸してくれるよ 
うな新しい農業のシステムというものができていると嬉しい。 

・成長する若者と世界がつながる産業が共存しているような秋田。 
・みんなが秋田のことを「自分ごと」と思って秋田のことを考える、そして自分たち 

で行動できる地域になって、持続可能な県になってほしい。 

   ・日本一働きやすい県、日本一元気な高齢者が活躍できる県、日本一外国人が地域と

共生できる県。 
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４ ワークショップ 

⑴  概要 

目的：①次期総合計画の策定に当たり、若者が考える「秋田の将来像」について意見交

換（ワークショップ）を行い、グラフィックレコーディングを用いて、イメー

ジを取りまとめる。 
   ②取りまとめたイメージを次期総合計画の中で活用するほか、ワークショップ

の様子を含めてＳＮＳ等へ掲載することにより県民の関心を高める。 
参加者：県内外の大学生等 12 名 
実施日：令和７年８月 19 日 
テーマ：「私たちの手で描く 未来の秋田 ～若者の声でつくる総合計画～」 

 

⑵  取りまとめた意見（別紙参照） 

   

５ 今後の進め方 
総合政策審議会における議論や、寄せられている県民意見を勘案し、現在、骨子案 

を取りまとめ中。 
   骨子案の取りまとめ後は、総合政策審議会の提言を基に、具体的な方策等を盛り込ん

だ素案を作成することになるが、オンライン等による県民意見の募集は引き続き実施

し、県民からの意見も次期総合計画に反映させていく。 
 



別紙






